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  大阪労連推薦者  宮武正次さん ・ 嘉満智子さん 

 
 

大阪労連幹事会は、５月１日任命の大阪府最低賃金審

議委員に大阪労連事務局長の宮武さんと事務局員の嘉満

さんを推薦決定しました。２月１５日(火)の午後２時か

ら４時過ぎまで、天王寺東口、南森町、天満橋の 3 ケ所

で出陣式宣伝を行い、「最低賃金審議会の労働者委員は 6

人。10 万人の労働者を組織し、非正規労働者を多く組織

する大阪労連から労働者委員を任命し、最低賃金を 1000

円に引き上げて、大阪の景気回復を」と訴えました。 

      応援弁士   

 天王寺東口は生協労連・国労大阪・福祉保育労、南森

町は全国一般・医労連・自治労連、天満橋は府職労・大

阪国公から、それぞれ代表者がマイクを持って応援演説

を行い、宮武さん、嘉満さんはタスキをかけて、それぞ

れ挨拶と決意表明を行いました。「生協のパートもバイト

も世間相場と一緒で最賃をちょっと上乗せした時間給

784 円で、1 ケ月で 115,000 円のワーキングプア」「高校

を卒業しても仕事がない。こんな社会を変えて、大阪経

済を元気にしていくためにも宮武さん・嘉満さんを審議

会委員に」「人事院の標準生計費の食費は 1ケ月 3万円程

度。こんな額ではまともな暮らしはできない」「トヨタは

今年もベースアップを拒否し、組合も合意している。ベ

ースアップも行わない組合に連なる組合選出の最低賃金

審議委員では、最低賃金を大幅に引き上げられない」な

ど訴えました。 

       チラシ配布で反響 

チラシを配布していると、40 代ぐらいの男性が「失業中

で、ハローワークで仕事を探しても800円以下しかない。 

今度選挙があるけれど、時間給 1000 円といっているのはどこ? 失業仲間で『時間給 1000 円と言ってい



るところに投票したい』と言っている」と話しかけてきました。また、チラシを受け取って「ある大手

生命保険会社で働いている。歩合給で成績が悪いと月に 6 万円しかない。募集は 11 万 8 千円で行われ

ていて、6万円の時はその差額を貸し付けられる。おかしいですよね」と労働相談が入りました。 

    ２・１５ 春闘勝利決起集会で 嘉満さんが決意表明 

大阪労連事務局の嘉満です。今回、最低賃金審議会の委員

改選にあたり、大阪労連からは、宮武事務局長と２人が労働

者委員に立候補することになりました。今日は、最賃委員立

候補にあたって市内３カ所で単産の皆さんと一緒に出陣式

宣伝行動を行ってきました。宣伝では、話を聞いていた青年

が「どうやって投票するんですか」と聞いてこられ関心の高

さを感じたところですが、実際、最賃委員には投票行為はな

く労働局長が任命する仕組みになっています。 

 

現在まで、最低賃金審議会の労働者委員は中央でも大阪でも２０年近く、連合が委員を独占している

状態です。多くの労働者の代表となる労働者委員が長年一つの組織に独占されているのは異常なことで

す。労働者だけでなく、年金や雇用保険、生活保護など国民生活に関わる最低保障の土台にもなる最低

賃金を決める審議会が多くの労働者・国民に耳を傾ける審議会となるよう、大阪労連からも委員を任命

することを求めていきたいと思います。委員獲得にむけ団体署名にも取り組みますのでご協力お願いし

ます。 

 

最低賃金は、この間貧困と格差、働いても生活出来ないワーキングプアの急増によって注目を集める

ようになってきています。昨年、大阪の最低賃金は１７円上がって７７９円となり、生活保護との乖離

が解消されたもののフルタイムで働いても年収１５０万円以下です。これでは、ワーキングプアの解消

にはほど遠い状況です。これまで大阪労連がおこなってきた、「最賃生活体験」「生活証言」運動の中で

も、「食費を限りなく切り詰めないとやっていけない」「親元から独立することは無理」と将来に展望が

見えず、今の最低賃金では、まともな生活ができない実態が明らかとなっています。           

 

私たちは当面、「全国一律最低賃金１０００円」を早期に実現することと共に、健康で文化的な生活

をするためには、時給１４００円、日給１万円、月額２０万円に引き上げることを求めていきます。日

本の最低賃金はとても低く、先進諸国では、全国一律で月額２０万円、時間額１０００円以上が主流と

なっています。それは、勤労者の「人間らしく働く」権利が保障されているからです。日本でも労働者

を物のように使い捨てするのではなく「人間らしく働く」権利が保障される社会にしていかなくてはい

けません。 

 

「普通に仕事をすれば、普通に生活出来る賃金」労働者にとって当たり前の要求を実現していくため

にも、賃金底上げの根底となる最低賃金に引き上げに向け、職場での賃金闘争と一緒に最賃闘争を強化

していきましょう。以上、最賃委員立候補にあったての決意表明とさせていただきます。共に頑張りま

しょう。 


